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「
か
に
や
旅
館
の
六
年
間
が
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
二
度
と
戻
り
た
く
な
い
地
獄
の
六
年
で
し
た
」。
昨
年
あ
る
会

食
の
席
で
大
の
里
関
が
言
っ
た
。
す
か
さ
ず
私
の
隣
に
い
た
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
タ
ー
の
著
者
が
「
こ
ん
ど
〈
か
に
や
旅
館
物
語
〉
と
い
う
本

に
す
る
」
と
披
露
し
、
約
束
通
り
今
年
五
月
、
横
綱
昇
進
が
決
ま
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
版
さ
れ
た
本
書
で
あ
る
。
大
の
里
泰だ

い

輝き

は
新
潟

県
糸
魚
川
市
能の

う生
の
中
学
高
校
へ
相
撲
留
学
し
、
田と

海う
み

監
督
の
住
ま

い
で
あ
る
元
旅
館
の
〈
か
に
や
旅
館
〉
を
合
宿
所
と
し
六
年
間
を
過

ご
し
た
。
常
時
十
人
以
上
は
い
た
合
宿
の
仲
間
に
は
関
取
の
白
熊
、

嘉か

陽よ
う

、
欧お

う

勝し
ょ
う

海う
み

も
い
た
。
多
く
の
力
士
を
生
ん
だ
〈
か
に
や
旅
館
〉、

こ
こ
で
相
撲
の
基
礎
か
ら
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
た
。
こ
の
本
は
著
者

が
八
年
間
に
渡
り
現
地
に
通
い
取
材
し
た
材
料
を
も
と
に
少
年
た
ち

の
成
長
を
丹
念
に
書
い
た
も
の
。
特
に
田
海
夫
人
、
寮
母
の
恵
津
子

さ
ん
の
海
の
お
ん
な
の
女
将
さ
ん
ぶ
り
が
良
い
。
白
熊
の
脱
走
事
件

も
笑
え
る
。
日
本
海
の
小
さ
な
町
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
子
育
て
、
力

士
育
成
の
物
語
。
海
洋
高
校
相
撲
部
を
見
守
っ
て
き
た
私
た
ち
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
。 

（
黒
石
　
孝
）

　

今
年
の
夏
、
古
典
的
納
涼
法
を
試
す
べ
く
怪
談
噺
を
聴
き
に
出
か

け
た
。
演
者
は
柳
家
喬
太
郎
と
一
龍
斎
貞
鏡
。
と
も
に
実
力
派
だ
。

　

一
龍
斎
貞
鏡
は
講
談
界
の
北
川
景
子
と
呼
び
た
い
佇
ま
い
で
あ
る
。

近
年
性
別
を
評
価
に
持
ち
込
ま
な
い
傾
向
に
あ
る
が
「
番
町
皿
屋
敷
」

は
女
性
講
談
師
に
適
し
た
演
目
だ
と
思
う
。
美
貌
の
女
中
お
菊
が
理

不
尽
に
も
折
檻
を
受
け
た
末
、
凄
惨
な
死
を
迎
え
る
。
こ
の
日
の
貞

鏡
は
お
菊
が
乗
り
移
っ
た
か
の
よ
う
に
、
哀
れ
で
恐
ろ
し
か
っ
た
。

　

柳
家
喬
太
郎
は
古
典
を
達
者
に
こ
な
す
が
、
斬
新
な
新
作
落
語
の

フ
ァ
ン
も
多
い
。
今
回
は
小
泉
八
雲
の
原
作
を
元
に
し
た
「
雉
子
政

談
」
の
一
席
。
ま
く
ら
で
し
っ
か
り
笑
い
を
取
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
噺

に
入
っ
た
。
登
場
す
る
の
は
雉
子
、
妻
、
夫
、
代
官
な
ど
だ
が
い
つ

も
な
が
ら
演
じ
分
け
が
見
事
だ
っ
た
。
特
に
悪
党
に
な
り
切
り
、
声

を
張
り
上
げ
た
時
の
狂
気
じ
み
た
迫
力
は
凄
か
っ
た
。

　

二
席
聴
い
て
冷
房
の
せ
い
な
の
か
、
す
っ
か
り
体
が
冷
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
ま
ま
食
事
に
行
く
。
店
主
に
燗
に
適
し
た
お
酒
を
尋
ね

た
。
彼
が
す
っ
と
さ
し
た
銘
は
「
菊
美
人
」
…
…
。
体
感
温
度
が
ま

た
下
が
っ
た
。 

（
荒
川
ゆ
み
子
）

	

読
む
・
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聴
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小
林
信
也
著
『
大
の
里
を
育
て
た
〈
か
に
や

旅
館
〉
物
語
』

（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
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）

「
今
夜
は
眠
れ
ま
せ
ん
〜
真
夏
の
夜
の
怪
談

噺
〜
」

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
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